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令和３年８月２４日付けで公告した「令和３年度第２回立木資格付一般競争入札」

について、下記のとおり訂正したので公示します。

記

１ 訂正箇所

別紙５ 特記仕様書

２ 訂正箇所

間伐等による木材の集材・搬出、主伐後の再造林等の森林整備に作設する路網は

継続的に用いられる森林作業道であり、路体は堅固 土構造を基本に、に締め固めた

構造物は地形・地質等の条件からやむを得ない場合に限り設置することとし、本特

記仕様書により作設する。

第１ 路網

１ 配置

路網は、フォワーダ等車輌系 が安全に走林業機械（以下、林業機械等という）

行でき、かつ作業システムの効率性が効果的に発揮されるよう次の点に留意し配

置する。

④急勾配区間とカーブの組合せは極力避けるよう配置する。

⑤Ｓ字カーブは、連続して設けないようにし、カーブ間に直線部を設けるよう配

置する。

３ 勾配・排水

縦断勾配は、土質や使用する機械の能力等を考慮し、集材 作又は苗木等の運搬

業を行う が、木材 を積載し安全に上り走行・下り走行ができる、勾林業機械等 等

配で計画する。

排水は、縦断勾配を緩やかな波状にすることにより、こまめな分散排水を行う

こととし、排水先は安定した尾根部や常水のある沢にする等して、路面に集まる

雨水を安全、適切に処理するとともに次の点に留意する。

①カーブ区間に係る排水は、カーブ上部の入り口付近で行う。

②地下水の湧出又は地形的な条件による地表水の局所的な流入又は滞水がある場

合には、これらを側溝又は横断排水施設等により排水する。



第２ 施工

２ 盛土

盛土については、地山を段切り 上で、 の層ごとにして基盤をつくった 30cm程度

バケット及び履帯を用いて十分に締め固める。

緊密度の低い土砂 30cm程なお、 の場合は、盛土・地山を区分せず、路体全体を

の層ごとに締め固め、路体全体として十分な強度をもたせる。度

第３ 周辺環境への配慮

、 、 、 （ 、 ）森林作業道は 人家 道路 鉄道その他重要な保全対象 以下 人家等という

又は水道の取水口が存在する場合は、その直上では極力作設しない。

土砂の流出、土石の転落 を事業実行中は、人家等に対し、 及び伐倒木等の落下

防止するために必要な措置をとる。

また、希少な野生生物の生息・生育情報を知ったときは、監督 員に報告し、職

指示を受ける。

第４ その他

１ 表土、根株の扱い

根株やはぎ取り表土は、盛土のり面保護工として利用する。表土は心土と交互

。 、に バケット等で十分締め固めて盛土法面に固定する 根株は30cm程度の層ごとに

表土や心土等とともに十分締め固めるとともに作業に支障のないように固定す

る。

３ 現地の状況により本仕様書の事項によりがたい場合は、監督職員が指示する。


